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病歴聴取で顎関節雑音の存在［SQ8］
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診察時に患者が雑音を報告 ［E6 または E7］

開口時および閉口時クリック［E6］
または

［ 開口時または閉口時クリック［E6］
かつ

側方運動時または前方運動時のクリック ］［E7］
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他の疾患を精査
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復位性関節円板転位

下顎最前方位からの
開閉口でクリック消失

顎関節症の診断基準
（2019）

に定める画像診断基準
により確認

顎が引っかかって口が開かなく
なった既往［SQ9］

かつ
咀嚼困難［SQ10］

いいえ

復位性関節円板転位

いいえ

はい
はい

非復位性関節円板転位

非復位性関節円板転位

すべていいえ

他の疾患を精査

いいえ

MRIを利用可能か

強制最大開口
＜40 mm 

（垂直被蓋を含む）
［E4C］

・クリックの消失に伴う開口制限
・下顎頭運動制限
・開口路患側偏位
・強制最大開口時の顎関節痛

顎関節症の診断基準
（2019）

に定める画像診断基準
により確認

はいいいえ

はい

１つ以上はい

他の疾患を精査

はい

いいえ

いいえ はい
はい

開口制限なし 開口制限あり

SQ: DC/TMDのSymptom Questionnaire

E: DC/TMDのExamination Form

を参照のこと


